
令和５年度 総務財政常任委員会 視察報告 

派遣委員名 

【委員】５名 

 金澤大輔委員長、湯瀬誠喜副委員長、宮野和秀委員 

 兎澤祐一委員、笹本真司委員 

視
察
内
容 

日程 
令和５年８月２日（水）午後３時００分～午後４時００分 

令和５年８月３日（木）午前９時００分～午前９時４０分 

視察先 茨城県笠間市 

視察内容 

笠間市では、スポーツによるまちづくりを推進し、「学校跡地利活

用事業」により、廃校舎を健康・スポーツを軸とした複合施設やペ

ットサービスや研修施設を備えた複合施設として整備、活用するこ

とで、昨年、スポーツ庁の「スポ町！長官表彰」を受賞しています。 

 また、廃校舎を利用した企業誘致により、それぞれの企業が持つ

ノウハウなどを生かした事業展開がなされ、地域経済の活性化を実

現しています。 

 本市でも「スキーと駅伝のまち」を標ぼうしており、スポーツに

よるまちづくりの土台は備わっていることから、スポーツを軸とし

た地域振興や健康、福祉・医療などの課題解決に向けた取り組みの

可能性を感じました。 

  

   
 

   



派遣委員名 

【委員】５名 

 金澤大輔委員長、湯瀬誠喜副委員長、宮野和秀委員 

 兎澤祐一委員、笹本真司委員 

視
察
内
容 

日程 令和５年８月３日（木）午後２時００分～午後３時３０分 

視察先 千葉県鋸南町 

視察内容 

鋸南町では、「都市交流施設整備事業」により、廃校となった保田

小学校を整備し、道の駅「保田小学校」の名称で、都市と農村の交

流拠点施設として遊休施設の利活用をされていました。 

本市においても、使用されていない廃校舎があり、これらを未来

への負の遺産にしないためにも、現在行われている都市農村交流事

業や、半農半Ⅹなどの取り組みにおいて、この事業モデルを参考に

しながら、幅広い視点で廃校舎の有効活用の方策を講じる必要があ

ると感じました。 

  

   



派遣委員名 

【委員】５名 

 金澤大輔委員長、湯瀬誠喜副委員長、宮野和秀委員 

 兎澤祐一委員、笹本真司委員 

視
察
内
容 

日程 令和５年８月４日（金）午後２時００分～午後３時００分 

視察先 株式会社キープ・ウィルダイニング（東京都立川市） 

視察内容 

立川市に所在を置く株式会社では、地元の信用金庫とともに、起

業したい方を支援する事業により、若者がチャレンジしやすい環境

を整え、若者の定住につながる事業を行っていました。 

コワーキングスペースやインキュベーションオフィスの機能を

有する交流拠点では、メンターやイベントを通じて起業家と起業を

志す人の交流が生まれていました。 

本市のまちなかオフィスは、スペースはあるものの、起業ノウハ

ウを伝える起業家やメンターが不在であることから、施設の活性化

と価値を高めるための人員配置などによる機能の充実が求められ

ると感じました。 

  

   
 

  


